
児童虐待に関する道と道警察との情報共有

○ これまで、道と道警察では児童虐待に関して、道の各児相と各警察署の間で、両所（署）

長が必要と認めた重篤な事案を中心に共有を図ってきました。

○ 悲惨な虐待事案が相次ぐ中、道と道警察は次の仕組みにより、４月通告分から、全ての

虐待事案の情報共有を行い、虐待の未然防止と早期対応の強化を図ります。
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市町村要保護児童対策地域協議会

市町村・児相・警察・保育所・学校等

○ポイント

・重篤な情報にとどまらず、通告のあった全ての事案を両者で共有

・全道レベルの情報を共有することで転居や管外事案等の把握も可能

・安全確認ができない緊急性のある事案は児相と警察署単位で直ちに共有し対応

・引き続き、警察署では通報のあった全ての虐待事案を児相に通告

各警察署各児相

引き続き参画し、子どもと家庭の支援を協議
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保健福祉部子ども未来推進局子ども子育て支援課
児童相談グループ（内線：２５－７５５）


